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研究成果の概要（和文）： 
江戸時代の国学者である黒川家に伝領された古典籍を対象とし，その蔵書形成の解明を通し
て，江戸期における知識人層の形成とその知識の流通経路の一端を明らかにした。具体的に
は、黒川家の蔵書における公家出自の資料の個別の検討，国学者が説々を書き入れた版本・
写本に記された注説の流通過程の検討，江戸時代の制度と法制と蔵書形成の関係の検討を行
ない，黒川家旧蔵資料を通してみた新たな江戸期知識人層の提示を試みた。 

研究成果の概要（英文）： 
We	
 investigated	
 rare	
 books	
 of	
 the	
 Kurowaka	
 collection,	
 and	
 we	
 discussed	
 and	
 studied	
 
the	
 formation	
 process	
 of	
 layer	
 of	
 intellectuals	
 and	
 knowledge	
 circulation	
 of	
 Edo	
 period.	
 
Concretely,	
 we	
 researched	
 individually	
 on	
 the	
 books	
 from	
 court	
 nobles	
 in	
 the	
 collection	
 
of	
 books	
 of	
 the	
 Kurokawa	
 family,	
 and	
 investigated	
 the	
 circulation	
 process	
 of	
 the	
 head	
 
note	
 recorded	
 on	
 the	
 books	
 written	
 by	
 Kokugaku	
 scholars,	
 and	
 studied	
 the	
 relation	
 
between	
 system	
 of	
 politics	
 in	
 Edo	
 period	
 and	
 the	
 formation	
 process	
 of	
 book	
 collection.	
 
We	
 tried	
 to	
 submit	
 new	
 image	
 of	
 intelligentsia	
 in	
 Edo	
 period	
 through	
 the	
 analysis	
 on	
 
the	
 formation	
 process	
 of	
 rare	
 book	
 collection	
 of	
 Kurokawa	
 family.	
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009 年度	
 1,500,000	
 450,000	
 1,950,000	
 

2010 年度	
 900,000	
 270,000	
 1,170,000	
 

2011 年度	
 800,000	
 240,000	
 1,040,000	
 

年度	
 	
 	
 	
 

	
 	
 年度	
 	
 	
 	
 

総	
 計	
 	
 3,200,000	
 960,000	
 4,160,000	
 

	
 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：日本文学 
キーワード：近世文学 
 
１．研究開始当初の背景 
前近代日本における知的活動の基盤と

しての書物の流通，書籍の蓄積（蔵書の形

成）については，主として近世日本文学研

究の分野においては，近世日本文学の一つ

の核としての草子類の出版活動に与えた

本屋，版元の実態解明や書籍流通を通して

見た近世的知の拡散（鈴木俊幸『江戸の読
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書熱―自学する読者と書籍流通』平凡社	
 

2007 等），また，近世蔵書家の資料群の形

成過程と近世的知の形成について注目が

集まるなど（『創立 100 周年記念特別展	
 岩

瀬文庫の 100 点』（岩瀬文庫	
 2008）他の塩

村耕氏の業績など），知識の源泉としての

〈書籍〉への関心が高まり，知の現れとし

ての〈書籍〉の集積，その体系化や流通と

いった書籍の流動性と蓄積の検討を通し

た，近世的知のあり方に関心が寄せられる

ようになってきている。本研究は，上記の

研究動向を踏まえ，また，具体的地平から

江戸の知識層の形成と知識の流通に光を

当てようとするものである。	
 

具体的には，ノートルダム清心女子大学，

その他に分蔵される，近世後期の国学者・

黒川春村（1799-1866），真頼（1829-1906），

真道の3代により収集された黒川文庫本の

蔵書の形成と所蔵資料の個別の検討（書籍

の貸借や書き入れの検討など，なお後述す

る）を通して，主として「国学者」として

類別されてきた江戸期の知識層の知識基

盤の形成とその学業の流通を立体的な把

握を試みた。 
 
２．研究の目的 
本研究は，ノートルダム清心女子大学，

実践女子大学，その他に分蔵される，「黒

川文庫」と通称される江戸期の「国学者」

の旧蔵資料群を素材として，主として書物

の流通・収集過程の解明と，書籍に書き入

れられた注説の比較検討とその流通過程

の解明を通して，江戸期の知識層の一典型

としての「国学者」の姿を立体的・多面的

に描こうと試みるものである。	
 

下記にも述べるように，従来，「国学者」

と目されてきた江戸期知識人は，その思想

的側面のみが強調される嫌いがあり，その

全体像，例えば修養過程に顕された筆記類

や蔵書個々の検討を通してみた人物像の

把握や，更に広く江戸期の知識人としての

社会的位置などについては検討が遅れて

いる。	
 

本研究では，下記の計画により，江戸期

知識層の一つの典型としての「国学者」に

関する総合的検討を目指している。黒川文

庫本については，柴田光彦『黒川文庫目録	
 

本文編』（青裳堂	
 2000），同『索引編』（青

裳堂	
 2001）があり，数カ所に散在してい

る黒川家旧蔵資料の全容を窺い知ること

が可能となった。柴田も同書に指摘するよ

うに，数代にわたって蓄積された国学者一

族の蔵書の全容が知られるものは比較的

希であり，黒川文庫本は，従来，その特異

な思想面にのみ関心が向けられてきた「国

学者」の活動の総体を炙り出すためにも充

分な資料群と言える。 
本研究では，知識人としての国学者とは

何であったのか？という問を設定し，その

蔵書形成と学問の実際に関する個別資料

の検討の積み重ねの上に，江戸期知識人の

一典型としての黒川家三代の姿を把握す

るための枠組みと方法の提示を行うこと

を目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は，蔵書の形成過程の探求を通して，

江戸期知識層の典型としての「国学者」の活

動の立体的・多面的把握にあり，旧蔵資料の

総合的且つ網羅的調査を第一の目的とはし

ていない。勿論，将来的な悉皆調査を視野に

入れてはいるが，主として，ノートルダム清

心女子大学に所蔵される歌書類を中心に，他

機関所蔵の資料を参照する形で検討を進め

る。歌書類は，国学者の学問の基盤となった

ものであり，本研究の成果の上に，将来的に

他分野の成果を蓄積してゆくように構想す

ることは，その合理性から見ても妥当と判断

されよう。本研究における具体的検討課題は，

主として下記 3点である。 
(1)江戸後期の蔵書形成と書籍流通に関する

検討	
 

(2)江戸期知識階層の知識基盤形成とそのネ

ットワークに関する検討	
 

(3)江戸期の出版統制と蔵書形成に関する相

関的検討 
	
 
４．研究成果	
 

本研究を構成する上記 3 つのテーマのうち，
(1)「江戸後期の蔵書形成と書籍流通に関す

る検討」については，黒川文庫本『光源氏物

語抄』（いわゆる異本『紫明抄』），『花屋抄』，

『休聞抄』に着目し，公家に伝来した典籍の

国学者への流通経路の問題から発展的に展



 

 

開した古典注釈書の流通の問題点を整理し

た。具体的な成果とその報告としては，正宗

敦夫収集善本叢書と題した叢書を企画し，研

究機関内に，『正宗敦夫収集善本叢書第 1 期

第 1 巻	
 光源氏物語抄』（武蔵野書院 2010），

『同第1期第2巻	
 花屋抄』（武蔵野書院2010），

『同第 1 期第 3 巻	
 休聞抄 1』（武蔵野書院	
 

2011），『同第 1 期第 4 巻	
 休聞抄 2』（武蔵野

書院	
 2011）の 4 点を刊行した。	
 

	
 (2)「江戸期知識階層の知識基盤形成とそ

のネットワークに関する検討」については，

主として歌書類を中心に，上田秋成

（1734-1809），村田春海（1746-1811），岸本

由豆流（1789-1846）等の注説の書き入れを

もつ伝本の調査を継続した。また，国学者の

関与した物語注釈書とそれらの書き入れ本

についても調査を行い，作品それぞれの個別

調査に基づき示されていた従来の理解の修

正を試みた。筆跡の同定や記載内容の未見の

他本との比較に若干の課題を残したが，これ

らについては今後も機会を得て継続的に補

正を試みたい。また，本研究の調査と分析に

より典籍類に付された蔵書印の重要性が改

めて確認されたが，これについても今後も調

査と検討を重ねたい。	
 	
 

(3)「江戸期の出版統制と蔵書形成に関す

る相関的検討」については，基礎的な調査と

資料整備を進め，関連する資料と論考を成文

化した。	
 具体的には，江戸書物問屋仲間の

構造に関する分析を行い，併せて，上記(1)

とも関連する江戸期における基盤資料とし

ての人名録関係の調査整備と報告を行った。	
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